
 
①子宮頸がんの原因となるヒトパピローウ

イルス（ＨＰＶ）ワクチンは、１３歳の女

児に３回接種し、１６歳まで受けられます。

②乳幼児の細菌性髄膜炎の原因となるイン

フルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ＝ヒブ）と③小

児用肺炎球菌ワクチンは、０歳時に３回受

け、１歳時に１回受けるのが原則で、受け

ていない人は２～４歳時に１回受ける。 
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後期高齢者医療制度に代え新たな高齢者医療制度を検討していた

厚生労働省の「高齢者医療制度改革会議」は、最終報告案を発表し

ました。それによると、７５歳以上の８割強、約１２００万人を現

在市町村運営の国民健康保険に移し、都道府県が財政運営を受け持

つことが柱で、２０１８年度を目標に全年齢で都道府県単位化する

方針も盛り込まれています。 

 沼田市は、このほど子宮頸がん、ヒブ、肺炎球菌の３ワクチンについて実

施することを決定しました。日本共産党市議団は、以前からこれらのワクチ

ンの実施を求めてきましたが、政府が平成２２年度、２３年度について実施

する自治体に２分の１補助の予算化をしたことを受けて、全国的にもほとん

どの自治体が取り組む方向を示しています。 

子宮頸がんワクチンの接種は３回で、対象者は中学１年生から高校１年生

の女子です。現在高校１年生が１回目を受けられるように（２回目以降は高

校２年生になって受けられるよう）３月１日から実施されます。また、ヒブ・

肺炎球菌ワクチンの接種は４回で、対象は０歳から１歳児です。これも３月

１日から受けられます。費用は、自己負担なしで受けられるよう検討されて

います。 

 

 

 負担面では、７５歳以上の低所得者を対象に実施されている保険

料軽減の特例措置の縮小や７５歳以上の保険料上限を５０万円か

ら６３万円に引き上げ、７０歳～７４歳の窓口負担を現在の１割負

担を段階的に２割負担に引き上げることを決めています。 


